
えを持っていた。 しかし、飲酒習慣では2群間

で似たような傾向を示しており、特徴的な違い

は認められなかった。

性格傾向としては、 食改の方が何事にも真面

目に取り組み、 頼りがいがある傾向にあると考

えられた。 生活全般のQOL では、 食改の方が

日々の活動や仕事に対する満足感が高く、 自分

自身にに満足出来ていた。 また、 睡眠や余暇活

動 、 情報量、 生活環境全般に関して満たされて
おり、 生活を意味のあるものと非常に肯定的に

捉えていた。女性群ほど2群間で顕著な差は認

められなかったが、抑うつ感が低いため、 精神

面では食改の方が気持ちが安定していると思わ

れた。 また、 物事に対処していく自信や精神的

な幸福感・至福感はやはり食改の方が強く持っ

ており、 抑うつ感の低さと も関連していると思

われた。

［女性について］

食改の特徴としてみられたのは、「配偶者とニ

人だけで」＜らしている人が多く、職業として

は、 自宅にいる時間やゆとりの時間の多いと思

われる主婦や農林漁業従事者の割合が高く、 物

理的にも健康や食生活の改善に向けて時間を割

くことが可能である者が多いことが示唆された。

また、 食改の方が飲酒習慣が過度にならないよ

う気をつけていると考えられた。

性格的には食改の方が助け合いの精神や親切

心に富み、活動的で出来るだけ多くの人と接し

ようとし、 また、 誠実できちんとしており、 気

持ちが動揺することも少ないと言えそうであっ

た。 神経質的にはならないが、 積極的かつ誠実

に健康問題に取り組んでいると思われた。 生活

全般の QOL に関しては、食改の方が活動的で、

心理的に穏やかかつ楽しく過ごしていると考え

られた。 また、 周囲の人間関係や友人との関係

も良好で、それが良き支えとなっているようで

あった。 経済的な面や情報量、 余暇などへの満

足度も食改の方が高く、 生活をより意味のある

ものと感じていた。 さらに、 食改の方が気持ち

が安定しており、落ち込みにくく、 前向きな態

度で生きていることや、 軽症精神障害のスク

リ ー ニングに引っかからない精神的に健全な者

が多い事が示された。

E .  結 論

食生活改善推進員の世帯員は、 食生活改善推

進員がいない世帯の世帯員より、 健康的な生活

をしていることが示唆されたため、今後の効果

的な保健事業の一つのあり方として、 事業を食

生活改善推進員の活動を軸に展開することが有

用である可能性がある。

今後、 さらに解析を行い、 地域特性に応じた

より効果的な保健事業のあり方について検討す

る。
なお、 コホートの再調査については、 調査協

カの調整および既存のデータについての詳細分

析に時間を要しており、 また、 青森県の事業と

して11年度予算中に当該研究と関連するもの

が検討されているので、効率性を考慮する観点

から、県の決定を待って再調査する計画とする

よう見直した。次年度もコホ ー トとしての再調

査を引き続き計画してゆくが、 その財源は本研

究班だけでは充分ではないので、 他の研究班と

の共同研究を積極的に推進していく予定である。
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